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ブルーノ 後80年
ドイツで記念行事

日
本
の
文
化
を
世
界
に
紹

介
し
た
建
築
家
、
ブ
ル
ー
ノ

・
タ
ウ
ト
は
１
９
３
８
年
吃

月
型
日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

で
死
去
し
た
。
昨
年
は
没
後

帥
年
に
当
た
り
、
こ
れ
を
記

念
し
て
ド
イ
ツ
で
は
展
示
会

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
行
わ
れ
た
。

タ
ウ
ト
が
来
日
す
る
ま
で

住
ん
で
い
た
本
人
設
計
の
旧

宅
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
如
嵌
南

方
の
ダ
ー
レ
ビ
ッ
ツ
に
あ

る
。
こ
の
ダ
ー
レ
ビ
ッ
ッ
の

隣
町
プ
ラ
ン
ケ
ン
フ
エ
ル
デ

で
大
規
模
な
展
蚕
奈
開
か

尭
・
薯

古
同

は
こ
の
展
示

会
の
お
手
伝

い
を
し
た
関

係
で
招
か

高
崎
で
の
生
活
紹

田中辰明氏
は
有
名
な
女
優
で
、
２
０
１

０
年
に
は
「
犯
罪
地
Ｉ
ヒ
ッ

チ
コ
ッ
ク
と
ヴ
エ
ル
ニ
ッ

ケ
」
で
主
演
を
務
め
て
い
る
。

タ
ウ
ト
は
１
８
８
０
年
、

東
プ
ロ
シ
ヤ
の
ケ
ー
ニ
ク
ス

ベ
ル
ク
（
現
ロ
シ
ア
領
カ
リ

ー
ラ
グ
ラ
ー
ド
）
で
生
を
受

け
、
マ
ク
デ
ブ
ル
グ
の
役
人

と
し
て
建
設
に
尽
力
し
た
。

当
時
「
ア
ル
プ
ス
建
築
」
と

い
う
表
現
主
義
の
画
集
を
発

表
し
、
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の

旗
頭
と
な
っ
た
。

１
９
２
０
年
代
、
ベ
ル
リ

ン
に
労
働
者
の
健
康
を
考
え

た
集
合
住
宅
１
万
２
千
戸
を

れ
、
昨
年
吻
月
Ｍ
日
に
訪
問

し
た
。
会
場
に
は
タ
ウ
ト
が
愛
し

た
少
林
山
達
磨
寺
の
洗
心
亭

で
の
生
活
、
そ
こ
で
描
い
た

水
彩
画
な
ど
多
く
の
資
料
が

展
示
さ
れ
た
。
ま
た
高
崎
で

の
生
活
や
、
日
本
で
唯
一
タ

ウ
ト
が
設
計
し
た
『
旧
日
向

別
邸
」
（
静
岡
県
熱
海
市
、

国
重
要
文
化
財
）
の
姿
を
ま

と
め
た
映
像
も
上
映
さ
れ
来

場
者
に
感
動
を
与
え
た
。

世
界
遺
産
に
登
録

会
場
に
は
タ
ウ
ト
の
孫
、

ク
リ
ス
チ
ー
ネ
・
シ
リ
ー
さ

ん
（
ド
イ
ツ
元
内
務
大
臣
オ

ッ
ト
ー
・
シ
リ
ー
氏
の
元
・

妻
）
と
ひ
孫
の
ジ
エ
ニ
ー
さ

ん
も
来
訪
。
ジ
エ
ニ
ー
さ
ん

加
年
）
、
カ
ー
ル
・
レ
ギ
エ

ン
の
住
宅
都
市
（
詔
～
訓
年
）

で
あ
る
。
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

森
の
ジ
ー
ド
ル
ン
グ
オ
ン
ケ

文
化
機
関
三
ネ
ス
三
の

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。

桂
離
宮
を
称
賛

こ
の
四
つ
の
ジ
ー
ド
ル
ン

グ
は
田
園
都
市
フ
ァ
ル
ケ
ン

ベ
ル
ク
（
１
９
１
８
～
賜

年
）
、
シ
ラ
ー
公
園
の
住
宅

団
地
（
型
～
訓
年
）
、
ブ
リ

〆一、ツ

25団
j地

が
、
激
務
の

古
召
雛
露

介
：
鬘

ぞ
糸

ｌ
ル
で
客
死

し
か
し
、
モ
ス
ク
ワ
で
活
し
た
。

動
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
台
筆
者
は
タ
ウ
ト
の
展
蚕
云

頭
し
て
き
た
ナ
チ
ス
か
ら
に
を
訪
問
し
た
後
、
近
く
に
あ

ら
ま
れ
、
粥
年
に
亡
命
の
よ
る
タ
ウ
ト
設
計
の
旧
宅
を
訪

う
な
か
た
ち
で
憧
れ
て
い
た
問
し
た
。
現
在
ほ
画
家
室
白

日
本
へ
や
っ
て
来
た
。
日
本
楽
家
で
も
あ
る
ハ
ン
ナ
・
デ

で
は
昼
つ
よ
う
な
建
築
活
動
イ
ッ
プ
ナ
ー
さ
ん
が
住
ん
で

を
行
え
ず
「
建
築
家
の
休
日
」
い
る
。
こ
こ
は
哩
年
の
作
品

と
自
醐
し
た
が
、
洗
心
亭
に
で
出
世
作
と
な
っ
た
「
ガ

こ
も
っ
て
日
本
文
化
を
紹
介
一
夏
の
毒
を
ほ
う
『
今
と

す
る
著
作
活
動
に
専
念
し
さ
せ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
使
用
さ

た
。
中
で
も
桂
離
宮
や
伊
勢
れ
て
い
る
。
内
部
の
装
飾
は

神
宮
を
称
賛
し
た
「
日
本
美
原
色
を
用
い
、
日
本
人
に
は

の
再
発
見
」
は
有
名
で
あ
る
。
き
つ
い
感
じ
が
す
る
が
、
冬

内
部
装
飾
に
原
色
諸
懲
濠
鷆

拓
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
つ
た
配
色
で
あ
る
。
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